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東 方 学 報
｢西周後期の編鐘｣である｡
この ｢西周後期の編鐘｣ の音階構成は,すでにおおかた明らかになっている｡すなわ
ち,低音部の二鐘は,それぞれ羽 (la),官(do)の書をA普 (正鼓音)で出し,B普 (側
鼓書)は,A音の長三度上の書,つまりそれぞれ轡商 (港do)の書と角 (mi)の普とを
出すようになっていることが多いが,おそらくはA音のみが重要であるらしい｡そして高
音部の六鐘は,角 (mi)をA膏,敬 (sol)をB膏とする鐘と,羽 (la)をA書,官 (do)
をB晋とする鐘とが,三オクターブにわたって低音部の上にならぶ｡つまり,
第-鍾 : 君 - 襲商
第二鐘 : 官 - 角
第三鐘 : 角 一 散
第四鐘 : 羽 一 宮
第五鐘 : 角 一 徹
第六鐘 : 羽 一 宮
第七鐘 : 角 一 散




























































































































































































高さえわかればよい.中義鐘 (囲2-1),杵屋 (園2-2),二四式療鐘 (固2-3),晋侯蘇鐘甲
a (固2-5ab),子犯鐘 (園2-6)に加えて,三式癖鐘 (固2-4)のグラフを示した｡ただ
し≡式癖鐘は第四鐘がないので,とりあえず第六鐘を10としている｡また子犯鐘には銑長
の数値がないので,(2)の算出にも通高を用いている｡さらに,二四式癖鐘 (固3-2)･三式
癖鐘 (固3-3)と晋侯蘇鐘甲乙 (固3-4ab)については ｢鼓厚｣ ｢銑厚｣のデータ,中義





































第四鐘乙 :調律韓九本で,南正鼓 ･背面右鼓に各一本,正面南側鼓 ･背面左鼓に各二
本並列,雨銑角内には明らかな帝のあとなし｡
第四鐘甲:ただ正面左鼓に調律溝一本があるのみで,空洞内は平整｡
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⊂ ::コ 毒岳 園
重量÷ (長さ×長さ) 振動数× (長さ×長さ)
図 2
〔23〕 634



































5-2 秦 公 鐘 ｢厚さ｣
J-







重量÷ (長さ×長さ) 振動数× (長さ×長さ)
図 5
〔26〕
6-3 下寺一号墓
6-5 分水嶺269号墓
6-7 劉家店子一号墓
〔27〕
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6-2 上馬村13号墓
6-4 上村嶺1052号墓
図 6
6-8 花園公社
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